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(2) シクロブタンおよびシクロブテン誘導体の三重項を経由する環開裂反応において，ノルボルナジエン (N) ーク




とを見い出している。すなわち，オキセタンやチエタンのー電子移動に続く環関裂はヘテロ原子 (0 ， S) の特性
に支配されることを明らかにしている。
(4) オレフィンの三重項状態において，ねじれ構造を持つものは分子間の二量化反応性が高く，平面構造を持つもの
は断熱的なシスートランス異性化の起こることを見い出している。
以上のように，本論文は，反応中間体とその化学反応性に関して多くの有用な知見を得ており，有機光化学，有機
合成化学，有機反応化学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
